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児童の健全育成と遊びの役割
林 俊光
[抄録】
子供の成長発達にとって，遊びの果たす役割は極めて大きなものがある O この事
は，何ら疑問なしにごく普通に認識されているところである。しかし，現状として
は，遊びは，その重要性を言われている割りには大人の中では，学歴社会の対極に位
置付けられてしまっている。
本稿においては，そのような遊びそのものの持つ子供の発達にとっての重要性の検
証と，遊びの場の現状と将来像を探りたい。
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マリー・ウイン (M.Winn)が指摘したように「昔の農業や小規模の手工業の世界では，
たいして訓練をうけなくとも，子どもは大人の手伝いができたし，天性の勇ましさや独立心を
仕事に発揮できた。ところが都市化，官僚化がすすむ社会に住まざるをえなくなった子ども
は，長い時間をかけてしっかり鍛えなければ習得できないような技術を要求されるJ(l)状況と
なっている。
我が固においても同様の状況が，学歴社会を生み，親子ぐるみの一流・有名校目指した進学
戦争を引き起こしたのである。この傾向は益々進行し，一方で塾ブームをも引き起こしてい
る。このような状況において，必然的結果として， I遊び」は，悪者的な扱いを受け子供から
奪い去られたのである O 子供の遊びは，空間・時間・仲間の 3つの聞が必要とされている
が，先の状況や大人の社会(社会経済システム)はその発展に伴ってそれらを子供から着実に
奪ってしまったのである O
しかし，状況がどうあれ，遊びが子供の健全な発達にとって欠かせない重要な役割をもって
いることは改めて述べるまでもなく周知のことである。本論では，遊びが今日どのような状況
にあるのか，どのような社会的扱いをされているのかについて考察をしたい。
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2 
遊びは大人にとっての存在と子供にとっての位置付けとは異なったものである O 遊びについ
てはいろいろな人によって研究や定義付けが試みられて来た。その中でも最も代表的な定義と
してあげられるのは，ホイジンガ (J.Huizinga) と，カイヨワ(R.Caillois)によるもので
あろう。ホイジンガは，遊びを「一定の時空の限界内で完了し，自由に同意された， しかし，
完全に命令的な規則に従い，それ自体のうちに目的を持ち，緊張と喜びの感情，日常生活とは
違うという意識を伴う自発的な行動あるいは活動J(2)であり また 「形態という角度からす
れば，遊びとは，フィクションである，日常生活の枠外にある，と知りながら，遊ぶ人を全面
的に捕え得る自由な活動， ，いかなる物質的利害も，いかなる効用も持たず，明確に限定され
た時空の中で完了し，与えられたルールに従って整然と進行し，好んでL自己を神秘でL取り囲ん
だり，仮装によって日常世界に対する自己の無縁を強調したりする集団関係を人生の中に出現
させる活動であるJ(3)と定義している。
また，カイヨワは， I遊びは自由で任意の活動であり，喜び、と楽しみのj原である，という定
義に問題はない。参加するように強制されれば，遊びは，遊びであることをやめていまう O そ
れは，そこから急いで解放されたい拘束，苦役になってしまう。義務として課され，あるいは
単に勧められただけでも，遊びは，その根本特徴のひとつを失ってしまうj(4)と述べている。
さらに，エリス (M.Ellis)は，遊びに限らず「おそらくはすべての現象に関する説明が最
近のものであればあるほど これを概念的に処理することはますます困難である。ふるい理論
は時がたつことによりふるいにかけられてきているJ(5)と述べつつ，遊びを古典，近代，現代
に分けたうえで次のように理論の分類を試みている (6)。
1.遊びの古典理論
①余剰エネルギー説
②本能説
③準備説
④反復説
⑤気晴らし説
2.遊びの近代理論
①般化説
e代償説
③浄化説
④精神分析説
告発達説
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⑥学習説
3.遊びの現代理論
①覚醒一一追求としての遊び説
②能力 効力説
既に述べてはいるが，遊びは，大人にとっては ir遊びでない活動」つまり仕事・労働から
解放された時間，空間で展開されるのに対して，子どもの遊びは，日常の生活環境への積極的
な働きかけと結びついて現れる O 子どもの遊びは，現実生活からの逃避ではなく，むしろ生活
の創造につながる活動である。j(7)従って，子供は，遊びを通して子供自身で自分の世界を作
っていく，言い換えるならば，自己形成を図っていくのである O
3 
このように，大人のそれとはまた異なり，子供の発達にとって極めて重要性・役割をもっ子
供にとっての遊びについては，ロジヤ一ズ (C.Rogers) とソ一ヤ一ス(句J.Sawye町r剖は次の
ように述べており，これは現在最も一般的に受け入れられている遊びの定義とも言われてい
る(8)。
彼らは
①子供の感情または動機づけ 遊びの本質
②子供が遊ぶときの行動一一一動作の型
③子供が遊ぶ場所 遊ぴが生じる環境
の3点に注目し遊びの本質として下記の 6点をあげている。
1)内的に動機づけられたものである。
2)他から課せられた規則にあまり拘束されない。
3)活動自体が真実であり，目的であるかのように行われる O
4)結果よりも活動の過程に焦点がおかれる O
5)遊びを行う者が主体となる O
6)遊びを行う者自身の活動を伴うものである。
さらに，ロジャーズとジャネットは，幼児の学習や認知の発達における遊ぴの効果として次
のようなものをあげている(針。
-子どもの新たな技能 (skill)や機能を練習する機会となる O
・遊びを通して，いろいろな事物と関わり，多くの，広範囲にわたる経験を拡大してい
-遊びは心身を統合する活動的な学習の一形態である。これは少なくとも 9歳までの子
どもの認知構造の機能でもある O
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-遊びによって，現実世界を象徴的に表す % 
ことができる O
-遊びを通して，すでに学習したことをさ
らに統合していくことができる O 学習の
大半は，他人が直接に教授できるもので
はない。自らの経験を通して，構造化さ
れていかなければならない。
-遊ぶことによって，楽しんで取り組むと
いう行為を継続できる O これは，問題解
決に柔軟に取り組んで、いくのに役立つ学
習要素のひとつである。
-遊びをとおして，創造性，美的認識，感
性が発達する。粘土製作はむずかしいと
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合の年齢的変化(エリスら， 1981よ
り。「こころの科学J32 1990.7所収)
わかることで，作り出すことの苦労を知る O また，言葉遊びによって詩や散文のリズム
や音に対する感覚を身につけることができる。
・遊びは，学習を可能にする O 子どもは，好奇心・発想、などの多くの要因によって興味を
示すと，驚くほど集中する。すなわち，自己動機付けされた学習者となる。
-遊びは学習しなければならないとか やり遂げなければならないというプレッシャーや
緊張感を緩和する O 大人の干渉がないので，子どもはリラックスできる。
-遊びの活動自体が，最小限の危険性や間違いを子どもに知らせることができる O
また，子供の遊びは，一人遊びのこともあるが，一般的には次第に集団遊びへと発展してい
くものであり，その年齢と遊び相手との変化をみたのが図 1である O 遊び集団が子供の成長
発達にとって重要な役割を果たしていることは，一般に認められているところであり，そし
て，高橋たまきは，遊び仲間集団の機能として，次の 8点をあげている (10)。
1)親からの独立の機能
2)対等のつきあいにおける意欲養成の機能
3)経験の共有と自我領域拡大の機能
4)社会的な役割・ルール学習の機能
5) 自主性と自治能力養成の機能
6)自己効力感 (selfe田cacy)養成の機能
7)個性発見の機能
8)仲間であることを発見する機能
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4 
子育てについては，基本的にはそれぞれの家庭の問題であり単に少産少死の現象としての理
解がなされていたといえよう。しかし，その少子現象も戦後の第一次ベピーブームと呼ばれた
時期の後に会う急激な少子化現象は特別稀な現象といえるものの，その後，所謂第二次ベピー
ブームの後昭和48年をピークにした少子の状況が現在まで進行し続けている。このような状
況に対して，それまでの単なる家庭の問題であるという見解が変化し，平成になって，子育て
についての国レベルでの検討がなされるようになり，子供や家庭をとり巻く環境の再見と整備
についてが共通的な内容となってきた。そこで，遊ぴや遊び場について触れられている法，施
策・報告書等をみていきたい。
法や宣言等については，その代表的なものとして，児童福祉法，児童憲章，児童権利宣言，
及び児童の権利に関する条約をあげ そこにみられる遊び・遊び場をみたい。
1.児童福祉法(昭和 22.12.12)
児童福祉法は，我が国の児童福祉における最も基本的な法律である O この中で，遊びに
ついては，児童福祉施設に関連した形で述べられている。
第3章 事業及び施設
第 40条
児童厚生施設は，児童遊園，児童館等児童に健全な遊びを与えて，その健康を増進
し，又は情操をゆたかにすることを目的とする施設とする O
なお，設置に関しての基準等は，別の政令「児童福祉施設最低基準」に規定されてい
るO
2. 児童憲章(昭和 26.5. 5宣言)
児童福祉法をはじめとして児童福祉に関係した法令が制定されたにもかかわらず，一般
社会においては古い児童観が払拭されないままの状況が続いていた。この状況は，国民の
中に， I国民全体が家庭，学校，職場等において，積極的，かつ自発的に実践活動をする
意味において，児童の権利を守るための規範とでもいうべき憲章を作ろう」という機運を
生み出していった。そして，昭和 24年6月中央児童福祉審議会が，児童憲章制定に向け
て動きだし， 26年5月内閣総理大臣によって招集された児童憲章制定会議が，国民各階
層関係者参集のもとに，同草案を審議し 5月5日今日の児童憲章が制定，宣言されたも
のである。
われらは，日本国憲法の精神にしたがい，児童に対する正しい観念を確立し，すべての
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児童の幸福をはかるために，この憲章を定める O
児童は，人として尊ばれる O
児童は，社会の一員として重んぜられる O
児童は，よい環境のなかで育てられる。
9.すべての児童は，よい遊び場と文化財を用意され，悪い環境からまもられる O
3.児童権利宣言(昭和34(1959). 11.20国連第 14回総会において採択)
第7条
(3) 児童は，遊戯及ぴレクリェーシヨンのための充分な機会を与えられる権利を有す
る。その遊戯及びレクリェーションは，教育と同じような目的に向けられなければ
ならない。社会及び公の機関は，この権利の享有を促進するために努力しなければ
ならない。
ここでいう目的とは，同条本丈にある「児童は，その一般的な教養を高め，機会均等
の原則に基づいて，その能力，判断力並びに道徳的及び社会的責任感を発達させ，社会
の有用な一員となりうる」ような内容と解する
4.児童の権利に関する条約(平成元 (1989).11. 20国連総会において採択)
同条約は，我が国においても平成 2年に批准されており，締約国としての実施義務を
負っている O
第31条
(1) 締約国は，休息及び余暇についての児童の権利並びに児童がその年齢に適した遊
ぴ及ぴレクリェーションの活動を行い並びに文化的な生活及び芸術に自由に参加す
る権利を認める O
(2) 締約国は，児童が文化的及び芸術的な生活に十分に参加する権利を尊重しかっ促
進するものとし，文化的及ぴ芸術的な活動並びにレクリェーション及び余暇の活動
のための適当かっ平等な機会の提供を奨励する。
次に，近年における各種の会議等の報告にみられる子供の遊び・遊び場をみていきたい。
先ず，平成 2年に入って間もなく「これからの家庭と子育てに関する懇談会報告書jが，同
名の懇談会から今後の基本的な方向として出されている。この報告書は，
1.はじめに
2.子どもと家庭をめぐる環境の変化
3.環境の変化がもたらす影響
4.子どもが健やかに生まれ，育つための環境づくり
5. むすび
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の構成になっている。この中から具体的に子供の遊びゃ遊び場に限った記述を拾ってみると，
先ず， 2.環境の変化の中で，地域社会の変貌をあげ， I都市化により子どもの遊び場は減少
し，自然の喪失によって自然とのふれあいを持つ機会も減少してきているJ(11)と指摘し， 3. 
影響として，地域社会の養育機能の弱体化として， I子ども自身にとっても，受験戦争などに
より遊び仲間や遊び時間も少なくなり，友達同士のつきあいから社会性を学ぶことが少なくな
ってきており(略)住宅の高層化や交通量の増大などにより，安心して伸び伸びと遊べる場所
が少なくなってきているJ(12)としている。また， 4.環境づくりとして地域社会における児童
健全育成の推進をあげ，具体的に ア)遊び場の計画的整備などハード面のネットワーク化，
と，イ)多様な経験の場の提供や遊びのリーダーの養成などソフト面の充実とのハード・ソフ
トの両面からの整備の必要性を示唆している。そして 高齢化のもとで社会全体の目が高齢者
にむけられているが，子ども時代の過ごし方が一生を左右し，しかも子ども時代の経験は子ど
も時代にしか得られず，従って子どもの問題はすべての人の共通テーマであると結んで、いる。
次に平成3年 1月に健やかに子供を生み育てる環境づくりに関する関係省庁連絡会議によ
って出された「健やかに子供を生み育てる関係づくり」があげられる O これは，
I 出生率の動向
E 対策の基本的方向
皿 具体的な対応
の3部構成となっている。この中の皿の第 2章家庭生活と生活環境の整備(2)子どもの遊び環
境の整備のところで遊び場について触れている O ここでも， I子どもの健やかな成長には，子
どもたちが集い，のびのび遊ぶ「場』が欠かせないが，都市化の進行等により子どもの遊び場
が都市部を中心として減少してJ(13)いる状況を述べ， I児童公園をはじめとする都市公園や児
童館，児童遊園等の整備を推進するとともに，校庭開放を進めるなどにより，子どもたちが安
心してのびのびと遊ぶことのできる地域環境の整備を推進するものとするJ(14)と，先の報告と
は若干異なった方向も示唆している。
この連絡会議は，この報告に関して，平成4年までの施策の実施状況及び平成 5年度に講
じようとする施策のびのび方向を明らかにするために Ir健やかに子供を生み育てる環境づく
り]に関する施策の推進状況と今後の方向」として平成5年7月に取りまとめている O この
なかで都市部を中心とした子どもの遊び場不足について，都市公閤，自然公園，児童館などの
社会資本の整備をあげ，都市公園等については平成7年度末に 1人当たりの都市公園面積を
約 7.0m2に目標を設定し，その平面的な拡大を図っている。さらに 都道府県立の児童館を
中心にした児童館のネットワークづくりの推進等 かなり具体性が示されたものになってい
る(15)。
さらに同年 7月29日， Iたくましい子供・明るい家庭・活力とやさしさに満ちた地域社会
をめざす21プラン研究会 (21世紀プラン研究会)J報告書が同名の研究会によって発表され
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ている O これは， 21世紀をにらんだ児童家庭施策の在り方に対する提言をしたものであり，
はじめに
1.今後の児童家庭施策の理念と基本方向
2.児童家庭施策への具体的提言
おわりに
で構成されている。この基本方向の中で，豊かさとゆとりを実感できる社会の実現の一環とし
て(子供の「遊びの再評価J)があげられている C ここでは， I地域における『子供の世界』の
成立が難しくなり，その結果，子供どうし，特に異年齢児聞のグループ交流(遊び)が減少
し，屋内型や単独型の遊びが増加しているJ(16)と状況の分析を行い， I今後は，子供の『遊び』
が豊かに展開し，地域の人々との交流，家事，地域活動等への関わりが持てるよう，様々な分
野での周辺環境づくりを図っていく必要があるJ(17)と従来と大差ない所謂一般的に述べられて
いる。しかしながら，具体的提言として，地域ぐるみの児童健全育成対策の積極的推進の一端
として，子供たちが伸び伸びと安心して遊べる場や機会を拡充する必要から，地方の特性に応
じて子育てに着目した町づくり(子供にやさしい町づくり)の推進をあげている点や，そのた
めのボランテイア活動の推進，市町村における児童館を児童健全育成活動の拠点として位置づ
ける所謂児童館の機能の再評価に言及されている点は注目されるものである O
そして，今日我が国の少子化対策の基本的な計画として位置付けられているのが，平成 6
年12月16日に策定された「今後の子育て支援のための施策の基本的方向(エンゼルプラン)
について」である O これは，近年の出生率の低下(平成7年の合計特殊出生率が1.42)で示
されるように，我が国の少子化は，急速に進行しており，また，従来からの我が国の官僚制に
よる縦割り行政によって対応してきたために起こる弊害や非効率な点を解消し，子供を中心に
据えて，安心して子供を生み育てることが出来る社会の構築を目指して検討されたものであ
る。さらに，このプランが，厚生省のみの単独ではなく，文部・厚生・労働・建設の 4省大
臣の合意で策定されたものである点も注目出来る。
このプランでは，
1 少子化への対応の必要性
2 わが国の少子化の原因と背景
を述べた後，
3 子育て支援のための施策の趣旨及び基本的視点
4 子育て支援のための基本的方向
5 重点施策
についてそれぞれ述べている O
そして，遊びに関しては，基本的方向として「子育てのための住宅及び生活環境の整備」の
項で， I子どもの健全な成長を支えるため，遊び，自然とのふれあい，家族の交流等の場，児
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童厚生施設，スポーツ施設，社会教育施設，文化施設等を整備するとともに，子どもにとって
安全な生活環境を整備するJ(18)とし， I公園，水辺空間などの身近な遊び等の場，家族が自然
の中ですごせるオートキャンプ場，市民農園，自転車道等の整備jの推進を，住宅及び生活環
境の整備の一環として重点施策にあげられている (19)。
なお，このプランの具体化の一環として，特に緊急性のある保育サーピスに関して，厚生，
大蔵，自治の3大臣合意により「緊急保育対策等5か年事業」が策定され，現在進行中である。
以上，子供の遊びゃ遊びの場について，法，宣言，施策，報告等を通してみてきたが，いろ
いろな施策や報告等が出され，異口同音に遊ぴ・遊び場の必要性・重要性について述べられて
いるものの，果たしてそれぞれの報告で示されてきた内容について実際にどれだけ子どもの遊
び・遊び場に反映，実現されてきたか，子どもの遊びの環境はよくなってきているのかについ
ては甚だ疑問が残るところである O
5 
子供の遊び場は，本来的には子供の生活の身近なところに豊富にある筈であり，またなけれ
ばならないものである O しかし，社会の変化は，子供から原っぱや空き地等子供にとっての代
表的遊び場を奪っていった。その状況を図 2によって示す。これは祖母，母親，子供の三世
代の遊びの場の比較である。これによって 「近くの道路や路地JI近くの原っぱJI近くの神
社や広場」という，所謂戸外の身近かな自然の遊び場での遊びが世代を追って減少し，逆に
「家の中」が増加しているという現代的な傾向に加えて， I公園jという人工の戸外の遊び場が
増加していることが理解出来る O 結局今日の子供は，戸外で遊んでいると言っても，結局つく
られた遊び場でしか遊ぶことが出来ない状況にあると言えるのである O
失われた遊び場の代償として法律によって準備された遊び場が登場し，増加している。その
代表として，児童福祉法に規定された児童福祉施設の一つである児童厚生施設(児童館，児童
遊園)と，都市公園法に規定されている街区公園の二つがあげられる O これらは，子供の日常
的な遊びの場として準備されたもので，かつての遊び場の定番としての原っぱや空き地等と比
べると，極めて人工的空間といえ，また，それぞれは，広さや設備等が当該法によって規定さ
れている。
児童厚生施設の場合，児童福祉法第40条で「児童遊園，児童館等児童に健全な遊びを与え
て，その健康を増進し，又は情操をゆたかにすることを目的とする施設jと，規定され，具体的
内容については児童福祉施設最低基準(厚生省令63)の第37条~第40条に明記されている O
第37条(設備の基準)で，
一，児童遊園等屋外の児童厚生施設には，広場，遊具及び便所を設けること。
二，児童館等屋内の児童厚生施設には，集会室，遊戯室，図書室及び便所を設けること O
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祖母(大正12~昭和 13年生まれ)母親(附和30~40年生まれ)子ども(昭和158~63年生まれ)
臼分や友だち←ー一一， ←一一一，
の家の中 28% 35% 89% 
公開 に 百: I 68% の自分家やの友庭だち 38% 124% 
学.校保育・幼圃稚園 113% 118% 120% 
近くの道路や l
路地 I 41% 139% I 19% 
近くの原つば i
や仁手 142% 1 31% 114% 
近くの神社や|
広場 126% 120% 1 2% 
資料:隊式会社タカラJ3世代少女文化調査J (平成3年)
図2 子どもの頃ふだんよく遊んだ場所
資料:株式会社タカラ 13世代少女文化調査J(平成3年)
と，規定されている O 但し，昭和 23年 12月の制定時には現行とは若干異なっており，その
当時の第60条は，
一，児童遊園等屋外の児童厚生施設には，広場，ぶらんこ，及び便所の外，必要に応じ砂
場及び滑台を設けること。
二，児童館等屋内の児童厚生施設には，集会室，遊戯室，図書室及び便所の外，必要に応
じ映写室(遊戯室その他大きな室と兼ねることができる。)を設けること O とされてい
た(20)。参考に，遊びの指導内容について少しみておきたい。 (39条は，遊びの指導を
行うに当たって遵守すべき事項)について
「児童厚生施設における遊びの指導は，児童の自主性，社会性及び創造性を高め，もって
地域における健全育成活動の助長を図るようこれを行うものとするj
と指導内容に柔軟性を持たせられるような表現が成されている。
この条文(施行当時第 62条)も，当時， (遊びの指導)として次のような比較的細やかな規定
をしている。
「児童厚生施設における遊びは，遊具による遊び，集団遊び，音楽，舞踊，読書，製作，
お話，紙芝居，人形芝居，劇映画，遠足，運動，キャンピング等のうち，適当なものを選
びこれを行うものとする
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2 遊びの指導は，集団的及び個別的にこれを行い，集団的に指導するときは，特にク
ラブ組織による指導を重んじなければならない。J(21) 
そして，街区公園は，都市公園法によって規定されている住区基幹公園の一つであり，かつ
て「もっぱら児童の利用に供することを目的」とし，児童公園と呼ばれていたものが平成 5
年6月30日の同法施行令の一部改正によってなくなり，それにかわって「主として街区内に
居住する者の利用に供することを目的とする都市公園jとして登場したものである。
設置面積等については，都市公園法第2条に
一，主として街区内に居住する者の利用に供することを目的とする都市公園は，誘致距離
の標準を 250メートルとして配置し，その敷地面積は 0.25ヘクタールを標準として定
めること O
とされ，他の都市公園も含めたトータル的に広さを決め， I区域内の都市公園の住民一人当た
りの敷地面積の標準は，十平方メートル以上(同法第 1条)jと規定されている。そして，設置
する遊戯施設については
第2条第2項第4号 ぶらんこ，すべり台，砂場その他の遊戯施設で政令で定めるもの
表 1 児童厚生施設数の推移
年 児童館 児童遊園 合計 児童福祉施設総数
昭 22 44 15 59 2，478 
25 25 131 156 
31 84 413 497 10，558 
35 172 515 687 11，765 
37 176 725 1，001 
40 544 1，260 1，804 14，020 
45 1，417 2，141 3，558 20，484 
50 2，117 3，234 5，351 26，546 
55 2，815 4，237 7，052 31，980 
60 3，517 4，173 7，690 33，309 
平2 3，840 4，103 7，943 33，176 
3 3，893 4，058 7，951 33，128 
4 3，967 4，143 8，110 33，234 
5 4，028 4，157 8，185 33，242 
6 4，081 4，167 8，248 33，234 
7 4，154 4，150 8，304 33，231 
注 昭和 45年までは 12月31日現在， 50年以降は 10月1日現在である
厚生白書，厚生統計協会「国民の福祉の動向」から作成
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とし，都市公園法施行令第4条3において
法第 2条第 2項第4号の政令で定める遊戯施設は，ぶらんこ，すべり台，シーソー，ジ
ヤングルジム，ラダー，砂場，徒渉池，舟遊場，魚つり場，メリゴーラウンド，遊戯用電
車，野外ダンス場その他これらに類するものとする O
このように，児童厚生施設と街区公園とを比べた場合，所管も異なり，規定上の相違もみら
れる。ただ，双方ともに，地域社会に住んでいる子供の遊びの場という点では共通する，所謂
子供の遊び場である O
最後に，これらの遊び場の数字をあげておきたい。児童厚生施設については，表 1に明ら
かな通り，昭和 40年代に急増している。一方，児童公園は，全国の都市公閏 45，670箇所の
内， 36 ，529 箇所(平成 4 年 3 月)であり，子供 (0~14 歳)一人当たり面積は 4.0 平方メートル
となっている(都市公園全体の国民一人当たりの公園面積は 6.7平方メートルである)(22)。
因に，京都市の場合，児童館は 81箇所(平成9年3月，平成 18年120箇所の目標)，児童遊園
はOである。また，街区公園は， 617箇所(平成9年3月)で，人口一人当たりの公園面積
は， 0.6平方メートル，都市公園全体684箇所の人口一人当たりの公園面積は 3.3平方メート
ルである(平成 12年度末までに 5.0平方メートル目標)(23)。
6 
子供の成長発達にとって，遊びの果たす役割が重要であることは既に述べ，また一般的に認
識されているところである O
子供の遊び空間について，仙回満は， I昔も今も基本的に変わらない」として，自然スペー
ス，オープンスペース，アナーキースペース，アジトスペース，道スペース，遊具スペースの
6つをあげている (24)。
英国のアレン・オブ・ハートウッド卿夫人は，遊びの場について「都市の遊び、場」の中で，
1.子どもは，大多数の大人とは反対に，よごれて雑然としたものが好きであり，無秩
序をよろこぶものである O 遊び場は大人のものでなく，子供のものだということをはっ
きりさせなくてはならない。
2.公共団体は，事故をおそれで遊び場をつまらないものにしてしまいがちだが，それ
は，子供の成長を妨げることになる。それよりも，子供が危険をおかLて道具を克服
し，時には死の原因にもなる道具を安全に体験することは有益で、ある O そして，冒険遊
び場では普通の遊び場より事故がかえって少ないことを理解すべきである O
3.子供に，独立心や自信や自分の身につけた手段で生きぬく能力のはったつを助ける
ことは非常に重要である O 自分の世界，友人と真実の約束をする場所，家庭生活の支配
から解放される場所をもつべきである O 家族に密着した生活は，家族への愛情を失わせ
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るが，独立は，逆に家庭への愛をめざめさせる O
と，いう指摘をしている (25)。
しかしながら，実際に子供が遊ぶ場(空間)は，どのような状況であるのかについて
で，一般的にみられる今日的傾向について述べてみたい。
1.大人(設置者や親)が特に公園等の屋外の遊び場に対しでも安全第一主義を執って
いる O
かつて各地に多く見ることが出来た原っぱ・広っぱと呼ばれる空間は今日ほとんど見
られなくなっている。特に 1955年頃から放置された原っぱや広っぱで起こった事故の
責任などがその土地の所有者にあるとされ始め，そこには柵が設けられ子供の出入りは
不可能となり，結果的にそこは子供の遊び空間ではなくなり，さらにピルやガレージに
姿を変えていった。それにとって代って登場・増加しているのが児童厚生施設(児童館
・児童遊園)や児童公園と呼ばれている大人が作った子供のための人工の遊び空間であ
るO しかし，この空間でも禁止項目が書き並べられている看板が設置され，必ずしも子
供の自由な遊び空間とは言い難い。また，この一方で、，とりわけ，都市部を中心とした
子供の生活のパターンの変化・多様化があることも見逃せない。
つまり，学校，塾，クラブ，テレビ・ファミコン等彼らのスケジュールが多忙になっ
た結果，ゆっくりと公園で遊ぶ時間すらなくなった。遊びの場が自然から人工のものへ
移行している。
2.公園という名前ではあるが居住空間の延長線に位置するような公閣
公園即ち子供の遊ぴの場イコール自然の要素溢れる雰囲気よりも人工的空間の要素が強
い。子供が本来的にもっている冒険心を満たすことが出来ないような構造・条件(何々
の禁止等)となっている。またこれに併せて，子供の遊びに対して，汚れることを嫌う
親が増加の傾向がみられる O これは，若い親自身の世代の一部に潔癖症候群と呼ばれる
現象が進行している反映とも考えられる。またそこまで極端でないにしても，例えば，
「砂場で遊ぶと汚れるといって喜ばないお母さんも増えている O まして，砂場の近くに
水場があるところなど，すぐに泥だらけになって，苦情さえくるというJ(26)状況でもあ
るのである O
3.子供自身の問題として挙げられるのが，仮に遊びの空間があっても自分たちだけで
遊ぶことが出来ない子供が増えているということである O 特に，グループで遊ぶとなる
と，自分たちだけでルールを決め，リーダーを決めて遊ぶことは今の子供にとっては極
めて困難である。それゆえ，児童館における児童厚生員や，プレイリーダーと呼ばれる
大人の遊びの指導者が配置されている状況も一部には見られる O そして，その指導者が
いなければその場の子供の遊びは持続しないという実態も指摘されている O 言い換える
ならば，大人の援助なしには遊ぶことが出来ない状況になってきているということであ
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ろう。
このように，本来遊びの天才であるはずの子供が，そうではなくなってきている現状の裏に
は子供自身の状況或いは問題も存在しているものの，子供を取り巻いている大人の側に大きく
多くの要因があると言わざるを得ない。特に上記の現状把握に関しでも， 1， 2については子
供自身よりも寧ろ大人側の要因であるといえる。
結果的にはこのような状況が，少子化によってそれぞれの地域に子供が少なくなっていると
いう状況の反映でもあることも認められるが，所謂子供の遊びの場に子供の姿が余り見られな
いという現象を引き起こしているとも言えよう。
7 
子供にとっての遊びは，机の上で考えるものではなく，毎日の生活の中での活動であり，ま
た時には生活そのものである O その生活の環境のーっとしていつも子供にとって快適な場でな
ければならない。
このような，身近な遊び場であるはずの街区公園の状況をみると，場所的には身近にあって
も内容的或いは設備(遊具等)には，必ずしも，子供にとって快適で魅力溢れる遊びの場とは
なっていない。奇しくも，エリスが指摘したように， I遊び場が利用されないのは，ペースメ
ーカー的刺激，つまり，子どもが遊び場を再訪したとき複雑さが螺旋的に上昇するような環境
との相互作用が用意されていないからであるJ(27)近隣の遊び場に来る子供は何度もやって来る
のが特徴であるが，この遊び場は，近隣の子供が成長しているあいだ年がら年中，適切な相互
作用を用意するというようなことはできない。この指摘のなかに今日の子供の遊び場の設置に
共通の何かを見いだすことが出来る。
既に述べたように，安全第一の指向が常態化している遊びゃ遊び場の状況があるなかで，今
後の子供の健全な成長発達のための場としての遊び場の将来像を考えるとき，平成9年6月
に開設された香川県寒川町の屋内体験型施設「椿の城jにその一つの姿をみることが出来る O
ここは， I誰のために，何のために」を最も重視した設計がなされ，出来上がった施設も「危
険という声は非常に多い。何の遊具も置いてないから，戸惑う子供もいるかもしれない。椿と
クローパーがうえられている屋上もさくはあるが簡単にくぐれるので，落ちない自信のある人
はくぐるだろう O ここで上手く遊ぼうと思えば工夫がいる。子供から大人までここに来た一人
ひとりにこの施設の使い方を考えて欲しい」と設置者は述べ，また設計者も I(多くある危険
な場所に)危ないから行ってはだめじゃなく，そんな環境と上手に接するための知恵をここで
学んでほしいjと述べているような施設なのである(お)。
今日，子供が，子供の遊び・遊び場の主役になっていないと思われる状況から，本来の主役
としての子供を取り戻すことが出来る方策に対して一つの示唆を与えるケースとして注目する
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ことが出来る O
児童福祉法が，制定 50年を迎えたのを機に大幅な改正が行われ，平成 10年4月から施行
されるが，ここでは，一部の児童福祉施設については，名称の変更や機能の見直しが図られて
いる。今日，子供の生活が脅かされている状況の中で，その成長発達にとって極めて重要な役
割を持っている遊びの再認識がなされ，その拠点としての児童厚生施設，とりわけ専門の指導
員が配置されている児童館に，そのような機能も明記されてもよかったのではないかと思われ
る。そして，それが成されなかったところに今日の関係者における遊びの位置付け(認識度)
をみることができ，それと現状を考え併せる時，正にこれは，健全育成という概念の不明確
さ，暖昧さから出発しているといえ，これこそが課題であるといえるのである。
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